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手順 2
ベクタ＞データマネジメントツール＞属性の結合

QGIS で統計値を計算する

手順1
対象のポリゴンデータとソースデータを用意する。

　 この例では、23 区の地図ポリゴンごとに

　 ラインオブジェクトとその属性フィールドに関する統計を行う。

設定　[ 対象ベクタレイヤ ]：ラインオブジェクト

　　　[ ベクタレイヤを結合する ]：ポリゴンオブジェクト

　　　

※

memo ベクタ＞ジオメトリツール＞ジオメトリ

ツールの出力 / 追加で、ラインの長さのフィール

ドを作成した

数値フィールドを持つデータならこの処理不要

設定　[ 対象ベクタレイヤ ]：ポリゴンオブジェクト

　　　[ ベクタレイヤを結合する ]：ラインオブジェクト

　　　[ 属性値の概要 ]：交差するすべての属性を総合して利用する　

　　　　　→手順 4 へ

※結合されるレイヤには Create temporary layer を指定。

　新規ベクタに結合したテーブルのデータを入れる。

　他の場合うまく処理が進まない場合がある。

①

②
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手順 3　　※手順 2で①の設定を選んだ場合
ベクタ＞ Group stats>Group stats で「Group Staats」ウィンドウを開く。

[Rows] ・[Columns]・[Value] 欄に [Fields] から選んだ項目をドラッグする。

[Value] には count、average など好きな項目が選べる。

[Data] ＞ [Save ～ ] でデータをクリップボードか CSV に保存する。

結果。CSV に書き出したテーブル

Row にポリゴンの属性を指定すると、ポリゴン属性ごとに任意の数値フィールドを計算できる。
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このファイルの場所

\\LANDISK-1D61DA\disk\ 飯島 \QGIS_ 使い方メモ \Qgis ライン統計 _20170330.indd

手順 4　　※手順 2で②の設定を選んだ場合

作成されたオブジェクト名の右ボタンメニューから [ 属性テーブルを開く ] を選び、テーブルを開く。

ポリゴン属性ごとにラインオブジェクトの統計値が計算されている。


